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　旨
　
金
士
恒
は
清
朝
末
期
の
陶
芸
家
で
あ
り
、
一
八
七
八
（
明
治
一
一
／
清
光
緒
四
）
年
の
春
に
名
古
屋
の
常
滑
に
来
て
、
中
国
宜
興
の
打
身
筒
技
法
（
俗
称
：
パ
ン
パ
ン
技
法
）
を
伝
え
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
一
生
は
謎
に
包
ま
れ
て
お
り
、
生
卒
年
は
お
ろ
か
、
来
日
前
や
帰
国
後
の
活
動
さ
え
も
全
く
不
明
で
あ
る
。
　
本
稿
で
は
、
金
士
恒
の
余
技
と
も
い
え
る
書
画
作
品
の
中
か
ら
、
水
墨
画
の
作
品
で
あ
る
「
三
友
暢
飲
図
」（
京
都
・
個
人
蔵
）
に
焦
点
を
当
て
、
そ
の
画
や
題
詩
に
つ
い
て
些
か
論
じ
た
。
キ
ー
ワ
ー
ド
　
清
末
、
金
士
恒
、
陶
芸
、
宜
興
、
書
画
一
、
序
　
金
士
恒
（
生
卒
年
未
詳
）
は
、
中
国
清
末
の
陶
芸
家
・
書
画
家
・
篆
刻
家
・
鑑
定
家
で
あ
る
。
多
芸
多
才
な
人
物
で
、
一
八
七
八
（
明
治
一
一
／
清
・
光
緒
四
）
年
の
春
に
尾
張
の
常
滑
に
来
て
、
中
国
宜
興
の
打
身
筒
技
法
を
伝
え
た
（
来
日
は
前
年
ご
ろ
と
思
わ
れ
る
）。
筆
者
は
、
二
十
年
ほ
ど
前
に
金
士
恒
の
存
在
を
知
り
、
そ
の
事
績
に
つ
い
て
少
し
ず
つ
調
査
を
始
め
た
。
し
か
し
、
一
生
が
謎
に
包
ま
れ
た
人
物
で
あ
り
、
筆
者
が
発
掘
で
き
た
新
事
実
は
、
寔
に
寥
寥
た
る
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
こ
れ
ま
で
筆
者
は
三
度
、
金
士
恒
に
つ
い
て
学
会
発
表
を
お
こ
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
発
表
題
目
は
、「
清
末
の
陶
芸
家
・
金
士
恒
―
そ
の
人
物
と
書
画
」（
第
五
回
書
法
文
化
書
法
教
育
国
際
会
議
、
安
田
女
子
大
学
、
二
〇
〇
六
年
七
月
）、「
清
末
の
陶
芸
家
・
金
士
恒
に
つ
い
て
―
通
説
に
対
す
る
疑
問
を
中
心
に
」（
茶
の
湯
文
化
学
会
平
成
二
二
年
度
大
会
、
名
古
屋
文
化
短
期
大
学
、
二
〇
一
〇
年
六
月
）、「
金
士
恒
の
書
画
篆
刻
に
つ
い
て
」
（
中
国
地
区
大
学
書
道
学
会
、
松
江
・
サ
ン
ラ
ポ
ー
む
ら
く
も
、
二
〇
一
二
年
十
二
月
）
で
あ
る
。
だ
が
、
も
う
少
し
新
事
実
を
掘
り
起
こ
そ
う
と
思
っ
て
い
一
安
田
女
子
大
学
大
学
院
紀
要
　
第
26
集
日
本
語
学
日
本
文
学
専
攻
清
末
・
金
士
恒
「
三
友
暢
飲
図
」
考
内
　
　
田
　
　
誠
　
　
一
80
内　　田　　誠　　一
滑
に
行
き
、
轆
轤
を
用
い
ず
に
茶
銚
（
急
須
）
を
造
る
、
中
国
宜
興
の
〈
打
身
筒
技
法
／dashentong  jifa
〉（
俗
称
：
パ
ン
パ
ン
技
法
）
を
伝
え
た
。
な
お
中
国
で
は
、
こ
の
技
法
を
「
紫
砂
陶
拍
打
鑲
接
技
芸
」
と
も
呼
ぶ
。
同
年
秋
に
は
名
古
屋
に
も
ど
っ
た
形
跡
が
あ
る
が
、
そ
れ
以
降
の
動
静
は
不
明
で
あ
る
。
明
治
時
代
の
煎
茶
ブ
ー
ム
に
乗
じ
て
、
そ
の
作
陶
を
は
じ
め
書
画
篆
刻
な
ど
の
作
品
も
数
寄
者
た
ち
よ
り
高
い
評
価
を
博
し
た
。
現
在
も
、
常
滑
焼
の
蒐
集
家
や
煎
茶
人
に
そ
の
名
を
知
ら
れ
て
い
る
。
金
士
恒
の
中
国
に
お
け
る
創
作
活
動
に
つ
い
て
は
全
く
不
明
で
あ
る
。
三
、「
三
友
暢
飲
図
」
に
つ
い
て
　
本
作
（
図
１
）
は
、
そ
の
款
記
か
ら
一
八
七
九
（
明
治
一
二
／
清
光
緒
五
）
年
冬
に
描
か
れ
た
も
の
と
知
れ
る
。
法
量
は
一
三
六
・
五
×
五
二
・
二
糎
。
紙
本
墨
画
・
胡
粉
。
客
観
的
に
見
て
、
金
士
恒
の
絵
画
作
品
の
中
で
も
か
な
り
作
ゆ
き
の
良
い
も
の
。
本
作
と
同
じ
年
款
の
あ
る
作
品
が
、
図
録
『
金
士
恒
展
』
（
常
滑
市
民
俗
資
料
館
、
一
九
八
六
年
）
十
三
頁
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
両
者
を
対
照
さ
せ
て
考
え
る
の
が
よ
い
か
と
思
わ
れ
る
。
　
図
１
　「
三
友
暢
飲
図
」
た
た
め
、
こ
れ
ま
で
論
文
化
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
現
在
に
至
る
ま
で
、
金
士
恒
の
来
日
前
、
帰
国
後
の
動
静
を
物
語
る
新
資
料
は
出
て
い
な
い
よ
う
で
、
今
も
な
お
そ
の
人
物
像
は
雲
霧
の
中
に
隠
れ
て
い
る
情
況
で
あ
る
。
　
幸
い
な
こ
と
に
、
中
国
の
経
済
発
展
と
そ
れ
に
伴
な
う
美
術
品
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の
盛
況
に
よ
っ
て
、
金
士
恒
の
作
品
が
大
陸
で
も
評
価
さ
れ
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
市
場
に
競
売
品
と
し
て
出
品
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
中
国
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
サ
イ
ト
の
「
雅
昌
芸
術
品
拍
売
網
（
雅
昌
芸
術
品
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
ネ
ッ
ト
）」
（https://auction.artron.net/
）
で
は
、
大
陸
お
よ
び
日
本
の
代
表
的
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
出
品
さ
れ
た
中
国
の
芸
術
作
品
の
画
像
を
検
索
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
金
士
恒
の
作
品
は
、
年
に
よ
っ
て
ば
ら
つ
き
が
あ
る
も
の
の
、
こ
こ
五
、
六
年
前
か
ら
出
品
数
が
増
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
作
品
に
記
さ
れ
た
識
語
か
ら
、
制
作
年
代
や
制
作
地
が
判
明
す
る
の
で
、
実
に
貴
重
な
デ
ー
タ
で
あ
る
。
今
回
、
金
士
恒
の
「
三
友
暢
飲
図
」（
京
都
・
個
人
蔵
）
に
つ
い
て
考
察
す
る
が
、
雅
昌
芸
術
品
拍
売
網
の
デ
ー
タ
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
作
者
の
日
本
に
お
け
る
制
作
態
度
も
、
朧
気
な
が
ら
見
え
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
二
、
金
士
恒
に
つ
い
て
　
金
士
恒
、
字
は
子
友
、
江
蘇
彭
城
（
現
在
の
徐
州
市
）
の
人
。
墨
軍
、
墨
壺
主
人
、
金
麻
子
な
ど
と
号
し
た
。
十
三
歳
の
時
に
父
に
伴
わ
れ
て
上
海
に
出
て
、
瞿
応
紹
（
号
は
子
冶
）
の
門
に
入
り
、
詩
書
画
や
陶
芸
を
学
ん
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
疑
問
も
あ
る
。
長
崎
の
美
術
商
・
佐
野
瑞
嵓
の
勧
め
に
応
じ
て
、
一
八
七
七
（
明
治
一
〇
／
清
光
緒
三
）
年
ご
ろ
に
来
日
。
は
じ
め
名
古
屋
に
居
て
、
翌
年
一
八
七
八
年
の
春
に
、
陶
工
の
鯉
江
方
寿
・
高
司
父
子
の
招
き
で
常
二
清末・金士恒「三友暢飲図」考
日
本
の
都
を
「
蘆
都
」
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
誠
に
当
意
即
妙
の
款
記
で
あ
る
。
金
士
恒
は
、
日
本
人
の
興
味
を
拽
く
術
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、「
蘆
都
」
は
東
京
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
古
都
の
京
都
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
前
年
に
愛
知
の
常
滑
に
長
期
滞
在
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
年
に
は
常
滑
か
ら
遠
く
な
い
京
都
に
赴
い
た
可
能
性
が
高
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
東
京
の
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
　
さ
て
、
本
作
に
も
ど
ろ
う
。
一
見
す
る
と
雪
の
散
ら
つ
く
中
に
松
竹
梅
（
歳
寒
三
友
）
が
描
か
れ
て
い
る
（
図
２
・
３
）
の
で
、「
歳
寒
三
友
図
」
で
あ
る
と
考
え
る
向
き
も
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
画
面
中
央
に
紹
興
酒
の
大
甕
が
配
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
取
り
囲
む
よ
う
に
松
竹
梅
の
三
友
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
画
賛
（
題
詩
）
に
「
三
友
暢
飲
」
の
語
が
あ
る
の
で
、「
三
友
暢
飲
図
」
と
題
す
べ
き
も
の
と
思
わ
れ
る
。
古
来
、「
歳
寒
三
友
図
」
は
多
く
の
画
家
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
普
遍
的
な
画
題
で
あ
る
が
、
紹
興
酒
の
甕
を
取
り
合
わ
せ
た
も
の
は
珍
し
く
、
ま
さ
に
江
南
の
陶
芸
家
・
金
士
恒
の
面
目
躍
如
た
る
作
品
と
言
え
よ
う
。
　
図
２
　
松
樹
と
松
傘
の
部
分
拡
大
　「
時
在
光
緒
五
年
己
卯
冬
日
、
於
東
海
之
東
蘆
都
麗
殿
月
揚
楼
」
と
款
記
の
あ
る
「
蘆
雁
図
」
が
そ
れ
で
あ
る
。
同
図
録
に
お
い
て
、
山
田
陶
山
氏
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
明
治
十
一
年
の
秋
に
名
古
屋
に
居
ら
れ
た
こ
と
は
白
磁
の
酒
盃
に
「
洞
天
一
品
図
」
を
上
絵
付
け
し
た
作
品
に
「
光
緒
四
年
戌
寅
秋
九
月
　
浪
越
の
客
次
に
お
い
て
」
と
書
き
添
え
て
あ
り
ま
す
の
で
之
に
よ
っ
て
立
証
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
其
の
翌
年
の
光
緒
五
年
に
描
か
れ
た
芦
雁
の
図
に
は
「
時
在
光
緒
五
年
己
卯
冬
日
、
於
東
海
之
東
蘆
都
麗
殿
月
揚
楼
云
々
」
と
記
さ
れ
て
お
り
此
の
頃
は
既
に
中
国
に
帰
っ
て
い
た
こ
と
を
知
り
得
る
の
で
あ
り
ま
す
。
な
お
蘆
都
は
現
在
、
合
肥
と
云
わ
れ
て
い
る
安
徽
省
中
部
の
都
市
で
中
原
と
江
南
を
結
ぶ
要
地
と
し
て
古
く
か
ら
開
け
蘆
州
と
よ
ば
れ
て
い
た
古
都
で
あ
り
ま
す
。
　
山
田
氏
は
「
蘆
都
」
を
中
国
の
合
肥
（
現
在
の
安
徽
省
省
都
）
と
断
定
し
て
い
る
が
、
そ
う
で
は
あ
る
ま
い
。
金
士
恒
は
「
東
海
之
東
蘆
都
（
東
海
の
東
の
蘆
都
）」
と
し
て
い
る
。「
東
海
之
東
」
と
は
中
国
で
は
な
く
、
日
本
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
合
肥
の
地
を
古
来
「
廬
」、「
廬
州
」
と
称
す
る
が
、
金
士
恒
は
画
賛
に
お
い
て
、「
廬
」（
ロ
・
い
お
り
）
の
字
で
は
な
く
草
冠
の
つ
い
た
「
蘆
」（
ロ
・
あ
し
）
の
字
を
書
い
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
山
田
氏
は
魯
魚
の
誤
り
に
よ
っ
て
、
合
肥
と
断
定
し
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
　
な
ら
ば
、「
蘆
都
」
と
は
ど
こ
で
あ
ろ
う
か
。
蘆
都
は
蘆
の
国
の
都
、
即
ち
日
本
の
都
の
意
で
あ
ろ
う
。
日
本
は
「
葦
原
の
国
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
日
本
に
お
い
て
蘆
雁
図
を
描
い
た
の
で
、「
葦
原
国
」
と
関
連
さ
せ
て
、
三
79
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（
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友
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か
れ
て
い
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（
図
２
・
３
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の
で
、「
歳
寒
三
友
図
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で
あ
る
と
考
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向
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あ
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し
か
し
、
画
面
中
央
に
紹
興
酒
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お
り
、
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取
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囲
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よ
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に
松
竹
梅
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友
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友
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で
、「
三
友
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歳
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取
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り
ま
す
。
　
山
田
氏
は
「
蘆
都
」
を
中
国
の
合
肥
（
現
在
の
安
徽
省
省
都
）
と
断
定
し
て
い
る
が
、
そ
う
で
は
あ
る
ま
い
。
金
士
恒
は
「
東
海
之
東
蘆
都
（
東
海
の
東
の
蘆
都
）」
と
し
て
い
る
。「
東
海
之
東
」
と
は
中
国
で
は
な
く
、
日
本
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
合
肥
の
地
を
古
来
「
廬
」、「
廬
州
」
と
称
す
る
が
、
金
士
恒
は
画
賛
に
お
い
て
、「
廬
」（
ロ
・
い
お
り
）
の
字
で
は
な
く
草
冠
の
つ
い
た
「
蘆
」（
ロ
・
あ
し
）
の
字
を
書
い
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
山
田
氏
は
魯
魚
の
誤
り
に
よ
っ
て
、
合
肥
と
断
定
し
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
　
な
ら
ば
、「
蘆
都
」
と
は
ど
こ
で
あ
ろ
う
か
。
蘆
都
は
蘆
の
国
の
都
、
即
ち
日
本
の
都
の
意
で
あ
ろ
う
。
日
本
は
「
葦
原
の
国
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
日
本
に
お
い
て
蘆
雁
図
を
描
い
た
の
で
、「
葦
原
国
」
と
関
連
さ
せ
て
、
三
78
内　　田　　誠　　一
　
図
４
　
題
詩
の
部
分
拡
大
　
隷
意
の
強
い
書
で
あ
り
、
第
三
行
の
「
雪
」
は
ま
さ
に
隷
書
の
結
体
で
あ
る
。
ま
た
、
第
一
行
の
「
紹
」
の
糸
偏
、
第
一
・
二
・
四
行
の
「
酒
」
の
三
水
や
第
六
行
の
「
光
」、
第
七
行
の
「
彭
」
な
ど
に
隷
書
の
筆
意
が
濃
厚
に
表
れ
て
い
よ
う
。
鄭
板
橋
や
李
方
膺
ら
「
揚
州
八
怪
」
の
書
風
と
一
脈
通
じ
る
も
の
を
感
じ
る
。
　
図
３
　
竹
と
梅
の
部
分
拡
大
　
画
面
左
上
の
、
松
の
枝
二
本
（
上
）
と
梅
の
枝
一
本
（
下
）、
そ
し
て
松
の
幹
や
枝
（
右
）
と
に
縁
ど
ら
れ
た
か
の
よ
う
な
空
白
部
分
に
、
隷
意
の
強
い
楷
書
・
行
書
に
よ
っ
て
次
の
よ
う
な
四
言
詩
が
書
か
れ
て
い
る
（
図
４
）。
紹
酒
一
甏
、
五
十
浄
斤
　
　
紹
酒
一
甏ぽう
、
五
十
浄
斤
有
花
有
酒
、
雪
助
精
神
　
　
花
有
り
酒
有
り
て
、
雪 
精
神
を
助
く
花
舊
酒
盡
、
可
爲
甏
賓
　
　
花
旧
く
酒
尽
き
て
、
甏
の
賓
と
為
る
べ
し
三
友
暢
飲
、
合
賞
新
春
　
　
三
友
暢
飲
し
て
、
合とも
に
新
春
を
賞
す
　
題
詩
に
続
く
最
後
の
二
行
に
は
、「
光
緒
五
年
己
卯
冬
日
　
彭
城
金
士
恒
戯
筆
」
と
記
し
て
、「
金
麻
子
印
」（
白
文
方
印
）
と
「
士
恒
」（
朱
文
方
印
）
の
二
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
（
図
５
）。
な
お
、「
海
岳
経
臨
一
士
」
の
遊
印
（
白
文
印
）
が
画
面
右
下
角
に
捺
さ
れ
て
い
る
。
四
清末・金士恒「三友暢飲図」考
　
図
６
　
大
甕
の
部
分
拡
大
　
松
竹
梅
の
三
友
に
五
十
斤
の
紹
興
酒
が
入
っ
た
大
甕
の
図
。
題
詩
は
、
三
友
と
ゆ
っ
た
り
と
酒
を
酌
み
交
わ
し
て
新
春
を
祝
う
と
い
う
内
容
で
あ
る
。「
甏
」
は
大
き
な
甕
、「
五
十
浄
斤
」
は
、（
大
甕
の
中
に
紹
興
酒
が
）
正
味
五
十
斤
（
あ
る
）
の
意
。「
暢
飲
」
は
、
心
を
の
び
の
び
と
さ
せ
て
酒
を
飲
む
こ
と
。
「
合
賞
新
春
」
は
み
ん
な
挙
っ
て
新
し
い
年
の
春
を
楽
し
む
意
。
韻
字
は
「
斤
、
神
、
賓
、
春
」
で
、
十
二
文
韻
（
斤
）
と
、
十
一
真
韻
（
神
・
賓
・
春
）
と
の
通
押
。
　
図
５
　
印
影
「
金
麻
子
印
」
と
「
士
恒
」
　
ま
た
、
紹
興
酒
の
大
甕
に
も
、
淡
墨
で
「
京
荘
紹
酒
／
全
壇
汁
／
五
十
斤
／
浙
紹
／
恒
製
造
」
と
書
か
れ
て
い
る
（
図
６
）。
大
甕
に
は
上
記
の
十
五
文
字
が
、
甕
を
横
倒
し
に
し
て
書
い
た
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
（
図
６
で
は
、
文
字
が
読
み
易
い
よ
う
に
画
像
を
右
に
九
〇
度
回
転
さ
せ
て
み
た
）。
作
者
の
遊
び
心
を
窺
わ
せ
る
も
の
と
言
え
よ
う
。
　
な
お
、
京
荘
紹
興
酒
の
色
は
薄
い
黄
色
だ
っ
た
そ
う
だ
が
、
新
中
国
成
立
後
は
作
ら
れ
て
い
な
い
。
五
77
清末・金士恒「三友暢飲図」考
　
図
６
　
大
甕
の
部
分
拡
大
　
松
竹
梅
の
三
友
に
五
十
斤
の
紹
興
酒
が
入
っ
た
大
甕
の
図
。
題
詩
は
、
三
友
と
ゆ
っ
た
り
と
酒
を
酌
み
交
わ
し
て
新
春
を
祝
う
と
い
う
内
容
で
あ
る
。「
甏
」
は
大
き
な
甕
、「
五
十
浄
斤
」
は
、（
大
甕
の
中
に
紹
興
酒
が
）
正
味
五
十
斤
（
あ
る
）
の
意
。「
暢
飲
」
は
、
心
を
の
び
の
び
と
さ
せ
て
酒
を
飲
む
こ
と
。
「
合
賞
新
春
」
は
み
ん
な
挙
っ
て
新
し
い
年
の
春
を
楽
し
む
意
。
韻
字
は
「
斤
、
神
、
賓
、
春
」
で
、
十
二
文
韻
（
斤
）
と
、
十
一
真
韻
（
神
・
賓
・
春
）
と
の
通
押
。
　
図
５
　
印
影
「
金
麻
子
印
」
と
「
士
恒
」
　
ま
た
、
紹
興
酒
の
大
甕
に
も
、
淡
墨
で
「
京
荘
紹
酒
／
全
壇
汁
／
五
十
斤
／
浙
紹
／
恒
製
造
」
と
書
か
れ
て
い
る
（
図
６
）。
大
甕
に
は
上
記
の
十
五
文
字
が
、
甕
を
横
倒
し
に
し
て
書
い
た
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
（
図
６
で
は
、
文
字
が
読
み
易
い
よ
う
に
画
像
を
右
に
九
〇
度
回
転
さ
せ
て
み
た
）。
作
者
の
遊
び
心
を
窺
わ
せ
る
も
の
と
言
え
よ
う
。
　
な
お
、
京
荘
紹
興
酒
の
色
は
薄
い
黄
色
だ
っ
た
そ
う
だ
が
、
新
中
国
成
立
後
は
作
ら
れ
て
い
な
い
。
五
76
内　　田　　誠　　一
た
設
定
と
言
え
る
で
は
な
い
か
。
　
金
士
恒
が
李
白
の
一
壺
の
酒
の
代
わ
り
に
置
い
た
の
は
、
紹
興
酒
の
大
甕
で
あ
っ
た
。
李
白
が
長
安
の
都
の
朝
廷
に
仕
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
酒
好
き
の
賀
知
章
の
お
か
げ
で
あ
っ
た
。
賀
知
章
の
故
郷
は
他
な
ら
ぬ
紹
興
で
あ
る
。
李
白
の
詩
に
「
対
酒
憶
賀
監
二
首
」
が
あ
る
（
賀
知
章
は
秘
書
監
を
授
け
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
「
賀
監
」
と
称
せ
ら
れ
た
）。
李
白
の
「
月
下
独
酌
」
か
ら
、
金
士
恒
は
、
賀
知
章
の
故
郷
の
紹
興
で
作
ら
れ
た
好
物
の
酒
を
連
想
し
た
、
と
考
え
て
も
不
思
議
で
は
な
か
ろ
う
。
　「
三
友
暢
飲
図
」
は
お
そ
ら
く
日
本
の
数
寄
者
の
依
頼
に
よ
っ
て
彩
管
を
把
っ
た
作
品
で
あ
ろ
う
。
新
年
の
床
の
間
に
飾
る
画
を
所
望
さ
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。四
、
金
士
恒
が
紹
興
酒
の
大
甕
を
描
い
た
作
品
　
金
士
恒
の
作
品
で
、
紹
興
酒
の
大
甕
を
描
い
て
い
る
作
品
が
他
に
も
あ
る
。
上
海
馳
翰
拍
売
有
限
公
司
の
二
〇
二
〇
年
迎
春
芸
術
拍
売
会
（
二
〇
二
〇
年
五
月
）
に
出
品
さ
れ
た
「
清
供
二
幅
」
の
う
ち
の
一
幅
。
一
三
七
×
一
七
糎
の
聯
幅
。
中
央
左
に
細
長
い
大
甕
を
描
き
、
そ
の
口
か
ら
は
柄
杓
の
柄
が
出
て
い
る
。
そ
の
下
に
は
梅
花
と
蘭
花
が
描
か
れ
て
い
る
。「
三
友
暢
飲
図
」
と
同
様
に
、
大
甕
の
表
面
に
は
淡
墨
で
文
字
が
書
か
れ
て
い
る
。「
紹
酒
一
甏
、
五
十
浄
斤
、
京
荘
宝
裕
字
号
」
と
あ
り
、
初
め
の
四
言
二
句
は
、「
三
友
暢
飲
図
」
の
題
詩
の
冒
頭
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。
制
作
時
期
も
光
緒
五
（
一
八
七
九
）
年
正
月
で
あ
り
、
同
年
の
冬
に
制
作
さ
れ
た
「
三
友
暢
飲
図
」
と
時
期
が
近
い
。
な
お
、「
宝
裕
字
号
」
と
は
紹
興
酒
を
扱
う
老
舗
の
「
宝
裕
酒
店
」
を
表
わ
し
　
と
こ
ろ
で
、
三
友
図
に
紹
興
酒
の
大
甕
を
配
す
る
と
い
う
着
想
は
、
李
白
の
「
月
下
独
酌
」
詩
か
ら
得
た
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。「
月
下
独
酌
」
の
初
め
の
八
句
を
見
て
み
よ
う
。
花
間
一
壷
酒
　
　
　
　
　
花
間
　
一
壷
の
酒
獨
酌
無
相
親
　
　
　
　
　
独
酌
　
相
い
親
し
む
無
し
擧
杯
邀
明
月
　
　
　
　
　
杯
を
挙
げ
て
明
月
を
邀
え
對
影
成
三
人
　
　
　
　
　
影
に
対
し
て
　
三
人
と
成
る
月
既
不
解
飲
　
　
　
　
　
月
は
既
に
飲
む
を
解
く
せ
ず
影
徒
隨
我
身
　
　
　
　
　
影
は
徒
ら
に
我
が
身
に
随
う
暫
伴
月
将
影
　
　
　
　
　
暫
く
月
と
影
と
を
伴
い
て
行
楽
須
及
春
　
　
　
　
　
行
楽
　
須
ら
く
春
に
及
ぶ
べ
し
　
・
・
・
・
・
　
　
　
　
　
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
　
賀
知
章
ら
の
推
薦
で
玄
宗
に
見
出
さ
れ
て
翰
林
供
奉
と
な
っ
た
李
白
で
あ
っ
た
が
、
生
来
の
放
縦
な
性
格
に
よ
っ
て
宮
廷
生
活
に
な
じ
む
こ
と
は
な
か
っ
た
。
春
の
夜
に
む
な
し
く
桃
の
花
の
咲
く
辺
り
に
酒
壺
を
置
き
、
独
り
で
酒
を
汲
む
の
で
あ
っ
た
。
す
る
と
月
が
上
り
、
影
が
で
き
て
、
三
人
と
な
っ
た
。
し
ば
ら
く
の
間
、
月
と
影
を
友
と
し
て
酒
を
飲
ん
だ
の
で
あ
る
。
　
李
白
の
詩
に
お
い
て
は
、
春
の
夜
、
月
と
影
を
友
と
し
て
酒
を
飲
ん
で
い
る
。
一
方
、
金
士
恒
の
画
と
詩
で
は
、
松
竹
梅
の
三
友
と
と
も
に
酒
を
飲
ん
で
新
春
を
祝
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
時
は
春
、
人
間
の
情
を
解
す
る
こ
と
の
な
い
も
の
（
月
と
影
／
松
竹
梅
の
植
物
）
を
友
と
し
て
、
目
の
前
に
お
か
れ
た
酒
（
一
壺
の
酒
／
大
甕
の
紹
興
酒
）
を
飲
む
と
い
う
趣
向
で
あ
る
。
ま
こ
と
に
似
六
清末・金士恒「三友暢飲図」考
る
の
で
、
李
白
に
負
け
ず
劣
ら
ぬ
酒
好
き
の
賀
知
章
に
対
し
て
は
親
近
感
を
持
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
金
士
恒
は
本
図
を
描
く
以
前
に
、
似
た
構
図
の
画
を
描
い
て
い
る
。
来
日
し
て
か
ら
、
日
本
人
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
な
画
を
描
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
日
本
人
好
み
の
松
竹
梅
の
画
に
江
南
ら
し
い
紹
興
酒
の
甕
を
配
す
る
こ
と
に
よ
り
、
す
で
に
日
本
化
し
た
画
題
に
作
者
自
身
の
個
性
を
加
味
し
た
も
の
と
し
て
、
当
時
の
日
本
の
数
寄
者
た
ち
に
好
意
的
に
受
け
止
め
ら
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
　
金
士
恒
は
、
当
時
の
陶
芸
家
と
し
て
、
か
な
り
の
教
養
と
詩
書
画
の
才
能
を
有
し
て
い
た
特
筆
す
べ
き
人
物
と
言
え
よ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
科
挙
に
応
ず
る
よ
う
な
高
級
知イ
識ン
分テ
子リ
で
は
な
い
。
中
国
は
厳
格
な
階
級
社
会
で
あ
っ
た
の
で
、
こ
れ
ま
で
こ
の
よ
う
な
人
物
に
光
が
当
て
ら
れ
る
機
会
は
多
く
な
か
っ
た
。
今
後
は
、
金
士
恒
は
も
と
よ
り
類
似
の
美
術
家
に
も
注
目
し
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
て
い
る
。
金
士
恒
は
宝
裕
酒
店
の
京
荘
紹
興
酒
が
お
気
に
入
り
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
　
さ
ら
に
、「
三
友
暢
飲
図
」
と
似
た
構
図
で
、
歳
寒
三
友
と
紹
興
酒
の
大
甕
を
描
い
た
作
品
が
あ
る
。
北
京
東
方
大
観
国
際
拍
売
有
限
公
司
の
二
〇
一
五
年
秋
季
拍
売
会
（
二
〇
一
五
年
一
一
月
）
に
出
品
さ
れ
た
「
清
供
図
」。
題
詩
の
七
言
詩
に
続
け
て
、「
光
緒
五
（
一
八
七
九
）
年
己
卯
冬
、
於
蘆
都
客
次
」
と
い
う
識
語
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
こ
の
作
品
は
、
蘆
都
（
お
そ
ら
く
京
都
）
で
描
か
れ
た
も
の
と
知
れ
る
。
そ
の
年
の
冬
に
京
都
に
滞
在
し
て
い
た
と
な
れ
ば
、「
三
友
暢
飲
図
」
も
同
じ
く
京
都
で
描
か
れ
た
可
能
性
が
極
め
て
高
い
で
あ
ろ
う
。
　
日
本
人
も
好
む
松
竹
梅
、
そ
れ
に
中
国
江
南
な
ら
で
は
の
紹
興
酒
の
大
甕
を
撘
配
す
る
の
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
人
の
興
味
を
拽
く
術
を
身
に
着
け
た
金
士
恒
な
ら
で
は
の
ア
イ
デ
ィ
ア
で
あ
る
と
言
え
る
。
お
そ
ら
く
こ
の
ア
イ
デ
ィ
ア
は
日
本
人
の
青
睐
を
博
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
光
緒
五
年
に
、
金
士
恒
は
紹
興
酒
の
大
甕
を
画
中
の
中
央
に
据
え
た
画
を
、
少
な
く
と
も
三
点
描
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
実
際
に
は
、
こ
の
他
に
も
同
工
異
曲
の
画
を
幾
つ
か
描
い
た
の
で
は
な
い
か
。五、
結
　
　
　
　
　語
　
金
士
恒
の
「
三
友
暢
飲
図
」
は
、
三
友
図
に
紹
興
酒
の
大
甕
を
配
し
た
独
特
の
画
題
で
あ
っ
た
。
そ
の
画
の
内
容
や
題
詩
の
内
容
を
分
析
す
る
と
、
李
白
の
「
月
下
独
酌
」
詩
か
ら
構
想
を
得
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
　
李
白
を
推
挙
し
た
賀
知
章
は
紹
興
の
人
で
あ
る
。
金
士
恒
も
江
南
の
人
で
あ
七
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る
の
で
、
李
白
に
負
け
ず
劣
ら
ぬ
酒
好
き
の
賀
知
章
に
対
し
て
は
親
近
感
を
持
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
金
士
恒
は
本
図
を
描
く
以
前
に
、
似
た
構
図
の
画
を
描
い
て
い
る
。
来
日
し
て
か
ら
、
日
本
人
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
な
画
を
描
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
日
本
人
好
み
の
松
竹
梅
の
画
に
江
南
ら
し
い
紹
興
酒
の
甕
を
配
す
る
こ
と
に
よ
り
、
す
で
に
日
本
化
し
た
画
題
に
作
者
自
身
の
個
性
を
加
味
し
た
も
の
と
し
て
、
当
時
の
日
本
の
数
寄
者
た
ち
に
好
意
的
に
受
け
止
め
ら
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
　
金
士
恒
は
、
当
時
の
陶
芸
家
と
し
て
、
か
な
り
の
教
養
と
詩
書
画
の
才
能
を
有
し
て
い
た
特
筆
す
べ
き
人
物
と
言
え
よ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
科
挙
に
応
ず
る
よ
う
な
高
級
知イ
識ン
分テ
子リ
で
は
な
い
。
中
国
は
厳
格
な
階
級
社
会
で
あ
っ
た
の
で
、
こ
れ
ま
で
こ
の
よ
う
な
人
物
に
光
が
当
て
ら
れ
る
機
会
は
多
く
な
か
っ
た
。
今
後
は
、
金
士
恒
は
も
と
よ
り
類
似
の
美
術
家
に
も
注
目
し
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
て
い
る
。
金
士
恒
は
宝
裕
酒
店
の
京
荘
紹
興
酒
が
お
気
に
入
り
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
　
さ
ら
に
、「
三
友
暢
飲
図
」
と
似
た
構
図
で
、
歳
寒
三
友
と
紹
興
酒
の
大
甕
を
描
い
た
作
品
が
あ
る
。
北
京
東
方
大
観
国
際
拍
売
有
限
公
司
の
二
〇
一
五
年
秋
季
拍
売
会
（
二
〇
一
五
年
一
一
月
）
に
出
品
さ
れ
た
「
清
供
図
」。
題
詩
の
七
言
詩
に
続
け
て
、「
光
緒
五
（
一
八
七
九
）
年
己
卯
冬
、
於
蘆
都
客
次
」
と
い
う
識
語
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
こ
の
作
品
は
、
蘆
都
（
お
そ
ら
く
京
都
）
で
描
か
れ
た
も
の
と
知
れ
る
。
そ
の
年
の
冬
に
京
都
に
滞
在
し
て
い
た
と
な
れ
ば
、「
三
友
暢
飲
図
」
も
同
じ
く
京
都
で
描
か
れ
た
可
能
性
が
極
め
て
高
い
で
あ
ろ
う
。
　
日
本
人
も
好
む
松
竹
梅
、
そ
れ
に
中
国
江
南
な
ら
で
は
の
紹
興
酒
の
大
甕
を
撘
配
す
る
の
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
人
の
興
味
を
拽
く
術
を
身
に
着
け
た
金
士
恒
な
ら
で
は
の
ア
イ
デ
ィ
ア
で
あ
る
と
言
え
る
。
お
そ
ら
く
こ
の
ア
イ
デ
ィ
ア
は
日
本
人
の
青
睐
を
博
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
光
緒
五
年
に
、
金
士
恒
は
紹
興
酒
の
大
甕
を
画
中
の
中
央
に
据
え
た
画
を
、
少
な
く
と
も
三
点
描
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
実
際
に
は
、
こ
の
他
に
も
同
工
異
曲
の
画
を
幾
つ
か
描
い
た
の
で
は
な
い
か
。五、
結
　
　
　
　
　語
　
金
士
恒
の
「
三
友
暢
飲
図
」
は
、
三
友
図
に
紹
興
酒
の
大
甕
を
配
し
た
独
特
の
画
題
で
あ
っ
た
。
そ
の
画
の
内
容
や
題
詩
の
内
容
を
分
析
す
る
と
、
李
白
の
「
月
下
独
酌
」
詩
か
ら
構
想
を
得
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
　
李
白
を
推
挙
し
た
賀
知
章
は
紹
興
の
人
で
あ
る
。
金
士
恒
も
江
南
の
人
で
あ
七
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